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Mate choice and reproductive success occurred in semelparous fish.  
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概要 ＥＡ (600字～800字程度にまとめてください。) 
 

本研究では、一回繁殖型の魚類における配偶者選択のプロセスを従来の ①雌による雄の選好(繁殖行動)

に加えて、②雄による雌の選好(精子の節約)、③交尾後の雌による密かな雄(精子)の選好(CFC)の 3 つに分

類し、精子運動能の行動・生化学的解析、分子生物学的手法を用いた繁殖成功度の解析によりサケの繁殖

行動における配偶子レベルで生じる CFC を実証することを目的とした。 

 

当初、サケ(Oncorhynchus keta)を対象とする予定だったが、本研究ではサクラマス(O. masou)について

も対象とした。サクラマスは浮上後降海する大型オス（降海型）と一生を河川で生活する小型オス（残留

型）の２つの生活史が存在する。本研究では、それらの精子運動能（速度、運動率、運動時間）を降海型・

残留型で比較するとともにメスの体腔液の影響を調べた。精子速度・運動率・運動時間は降海型に比べて

残留型で大きくなった。しかし、メスの体腔液の存在下では各生活史間で違いはみられなかった。これら

の結果はメスの体腔液による選択圧が各生活史オスで異なることを示している。一般に、雄間競争で不利

な残留型は降海型の放精の瞬間に後ろから放精し卵を受精させようとする（スニーキング行動）。つまり、

残留型の精子は河川水に放出されたのちに高濃度のメスの体腔液が含まれた溶媒を通過し卵に到着しなく

てはならない。一方、メスの近くで放精することのできる降海型は放精直後から高濃度のメスの体腔液が

含まれた溶媒中を泳ぐことになる。これらのことから、残留型の精子は降海型に比べてメスの体腔液によ

る選択圧が高いことが示唆された。これらの結果は、メスの体腔液がオスの繁殖成功に大きく影響を与え

る可能性を含んでいる。本研究内容は、国際学術雑誌 Theriogenologyへ掲載された。 

 

また、加速度データロガーを実験魚に装着し産卵行動中における加速度データを記録した。産卵行動が

記録できた。詳細なデータについては現在解析中である。 
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欧文概要 ＥＺ 

 
We measured sperm velocity, motility and longevity as well as gonad-somatic index and spermatocrit 

for alternative reproductive tactics (ARTs; small parr males and large anadromous males) of masu salmon 

to compare the sperm traits between the ARTs with river water alone or presence of ovarian fluid (which 

is a more natural spawning micro-environment where fertilization and competition occurs in the wild 

–  making this study unique). Sperm velocity and motility and longevity were higher in parr males than 

in anadromous males in river water alone; however, no difference was detected in presence of ovarian 

fluid between the ARTs. Sperm velocity and motility increased in presence of ovarian fluid for only 

anadromous males. Longevity increased in presence of ovarian fluid for the ARTs. These findings serve 

to promote our understanding of reproduction in a more natural spawning environment created by ovarian 

fluid that is expelled from females as well as the sexual conflict between the ARTs on the reproductive 

biology in an external fertilizing teleost. 

 


